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●活動の目的

　私たちが制作した創作絵本「ベンチくん、どうしたの?」の主人公、ベンチの妖精「ベンチくん」を通し、様々

な事業所で朗読ライブを行い、「勇気と支えあい」の具現を頂いています。この絵本は傷ついて悩んでいるベンチ

くんが仲間たちの声援を受け、元の明るさを取り戻す物語です。物語の中で、仲間たちが「どうしたの?」と声を

掛けたからこそ、ベンチくんは仲間たちに相談できたのです。その言葉がなければ、ベンチくんは悩みを抱え込ん

でいたままだと思います。「どうしたの?」をkeywordとして、朗読ライブで“思いやりの心が大切”だと、多世

代の方々に伝えています。そして、世界共通語として、日本語の「どうしたの?」が和製英語で「Doushitano?」

になることを目指します。世界各地で困っている人に「Doushitano?」と声を掛け合う支援環境を目指します。

◆実施内容または、今後予定している計画など

　実施内容は、「ベンチくん、どうしたの?」の絵をス

クリーンに投影し、日本語・英語で朗読します。その際、

登場人物の台詞に合わせて、声色を調整しながら、情

感を込めて行っています。さらに、絵のスキットに合

うBGMを同時に流し、絵本の世界へと聴き手をいざ

ないます。例えば、ベンチくんが泣いている場面では、

悲しいBGMを使用しています。朗読ライブの例とし

て、今年1月、相生幼稚園・保育所、相生小学校、相

生学院で「アイ ,アイ ,アイ」プロジェクトと称し、絵

本朗読、藁を筆に見立てた協働書道、唄う柔道家によ

華学校でも朗読ライブを行いたいです。活動範囲を自らの手で広げていきます。

◆成果、実績

　今年は、現在に至るまでに11回もの「ベンチくん、どうしたの？」の朗読ライブを各方面で、子どもから高齢

者の方々まで幅広い年代の方々に伝えました。通算で23回に及ぶ朗読ライブになりました。朗読後に、園児や職

員の方から「ありがとう。朗読良かったよ !」「また来てね」と励ましや感謝の言葉を頂く場面があり、ベンチプロ

ジェクトチームの原動力へつながり、心の支えになっています。感謝の言葉もありません。

活動のタイトル：ベンチくんと共に全国、世界に届け、『勇気とささえ愛 !!』

　また、私たちも悩みや課題を抱えながらも、切磋

琢磨し、克服する中で、自分と社会がつながる瞬間

を感じ取ることも目指します。そして、活動の目的

を具現化する中で成長する力を醸成できるよう、私

たちの力と協働して頂ける方の力を総合し、「生きて

いてよかった」と分かり合える瞬間を一回でも、多

く生み出すことが重要です。同時に、ハンディキャッ

プのある方々とも手を携えて、“助け合う、学び合う、

活かし合う社会の築き”の協働実現を図ります。だ

から、主体的に機会を見つけ、ベンチくんと共に全国、

世界に勇気とささえ愛を届けられる活動力を生み出

すことに、一致団結して取り組みます。　

るギター演奏、ベンチに集い、憩い合えるベンチの有益さのプレゼン等は大盛況で幕を閉じました。現在は、漫才

を披露したり、皿回しを始めとするジャグリングでお会いする方々と協働実践を行っています。

　今後、「ベンチくん、どうしたの？」の点訳絵本を制作します。既に「神戸視力障害センター」で点字を打つ方

法を学びました。点訳絵本は、視覚障がい者の方々が絵本を楽しめるよう、透明シートに、本文を点訳して貼り、

絵の形もシートに写し取ることで、読者の

理解が得られる工夫をしたものです。とこ

ろで、絵本は子どもの発達では、思考力や

想像力を養う上で必要不可欠です。だから、

見える、見えない関係なく、絵本を読める

ことが重要です。併せて、視覚障がい者の

方々だけでなく、点訳絵本に興味のある

方々にとって理解の契機へとつながり、助

け合う社会実現への一助になると確信して

います。加えて、英語の点字で自分たちの

思いを世界中の方々、ハンディキャップの

ある方々に伝え、つながる意気込みです。

　今後は、日常会話の中国語を勉強し、中


